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はしがき

この研究は、科学研究費基盤研究 (c) によって以下のようになされたものであ

る。超弦理論を構成的に定義することによって 例えば格子ゲージ理論におけるよう

に、いろいろな物理量が少なくとも原理的には可能な数値計算によって求まるように

し、重力まで含めた究極の統一模型を構築することを目的として始められたが、 4年

間に十分な成果が得られた。
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